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水道基本料金の無料化施策は、新

型コロナウイルス感染症の影響で打

撃を受けている事業活動や自宅で過

ごす時間が増えている町民の生活を経済的に支

えるものです。また、積極的な手洗い実施によ

る感染予防の促進になり、固定経費の負担軽減

は中小事業者にとっても、所得の少ない町民に

とっても重要な施策として要望してきました。

知多半島の他市町でも減免の期間は様々です

が、水道基本料金無料を進めています。南知多

町は、８月請求分から６ヶ月無料になります。

今後、南知多町として、愛知県営水道への料

金引き下げを求めていくことも必要になってい

ます。

５月２８日の臨時議会と６月の定例議会で、赤ちゃん・お年寄り・障

害者・介護労働者等、町民一人ひとりへの感染症予防を含めたコロナ対

策が実現しました。これは、町内の各団体・議会・町民一人ひとりの声

を石黒町長が受け止めたものです。

日本共産党の内田議員は、２月２４日、３月２５日、５月８日、１９、

２５日に、町長へ緊急にコロナ対策の申入れ、懇談を実施してきました。

町民の健康・営業・くらし等様々な要望を出し、町長は誠実に対応しま

した。特に「今年度中に生まれた赤ちゃん全員に１０万円を」「水道基

本料金の無料化」などの実現は、南知多町の独自施策として大いに評価されるものです。

また、国からの１０万円の特別定額給付金を受け取った人は、６月２５日現在、町当局の努力のおか

げで、南知多町は９８．９％になりました。議会で決定された主なコロナ対策の内容を報告します。

安倍自公政権の遅れた政策を国

民の世論で変えさせ、ようやく実

現した全国民への１０万円支給

「特別定額給付金」の支給が始まっ

ています。しかし、この制度は、４月２８日以

降に生まれる赤ちゃんには支給されないという

ものでした。内田議員は「赤ちゃんを差別しな

いで給付を」と、令和２年度中に生まれる赤ちゃ

んに１０万円を給付することを、町長や企画部

長に約７００万円の予算でできるとの具体的な

額も示しながら要望し、実現しました。
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（南知多町役場本会議場）

５月２５日から学校が本格的

に始まり、給食も開始されています。給食は子

どもたちにとって貴重な栄養源となっており、

食育等での教育の一環として重要な役割を担っ

ています。給食無償化は、憲法の「義務教育は

コロナ対策 町民からの様々な要望が実現
第二波に備え、これからも声を上げていきましょう

無償」の理念で全国で少しずつ広がっています。

今回は、コロナ対策で収入減になり疲弊した家

庭の支援も含まれています。

無料化が武豊町では６月のみで、２ヶ月、３ヶ

月の支援しかない市町もある中、南知多町の令

和２年１２月まで７ヶ月の無料の支援は思い切っ

た施策です。保育園の給食に対しても無料の方

向が示されたことは、お母さんたちに喜ばれて

います。


